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　ベトナムの学生と日本の学生との体力お
よび活動量を比較する目的で測定を行いま
した。ベトナムの学生は、通学にバイクを
使用している人が非常に多いため、日本の
学生より1日の活動量（歩数）が少ないよ
うでした。同時に体組成の測定も行いまし
たがこちらも全体的に筋量が少なく、活動
状況が体力測定の結果に反映されているよ
うに思いました。今回の測定では日々の生
活での活動量が大切であることを改めて認
識しました。　　　　運動部門　小森康加 　ベトナムの学生と日本の学生との心の健康（自己効

力感や集団性等）について調べました。ベトナムの日
本語学科の学生6～12名のグループを作り、グループ
での集団活動（パラバルーン）の前後で心理的な変化
が起こるのかを調べました。どの学生も楽しそうにグ
ループ活動に参加し、調査ではほとんどの学生から自
己効力感の上昇が認められ、今後より詳細な分析を実
施する予定です。　　心理部門　山口直範　竹端佑介
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